


















明し、そのあとは二部構成で展開する。第 1 章から第 4 章までは第Ⅰ部であり、通時的
概観が中心である。そして、第 5 章から第 7 章までの第Ⅱ部は、主に実地調査の資料に
基づき、共時的視点から儀礼の伝播問題と構造を検討していく。最後、終章は本論の全
体像を振り返る。また、本論は「比較研究」であるが、日本の水子供養を中心に取り上





































第 4章  戦後台湾社会における嬰霊慰霊の発生と変容 
4–1．「嬰霊」の表象 
4–2．戦後の台湾社会の家庭計画、堕胎（中絶）、出産環境について 
4–3．現代の善書に描かれた「堕胎児」：1970 年代〜1980 年代中盤 



































添付資料 1 台湾に関する基礎情報 
添付資料 2 龍湖宮に使用された文書の内容要約 
添付資料 3 音声表記一覧 














































あり方に大きく影響を与えた。1970 年代から 1980 年代にかけて、水子供養は日本に広
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台湾の嬰霊慰霊の「日本伝来説」は二つの由来があり、一つは 1980 年代末から 1990
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年代初めの広告掲載によって引き起こされた一連の新聞記事や評論で見えられ、もう一
つは人類学者、モスコヴィッツが上梓した論考（Moskowitz 2001, The haunting fetus: 











































































山）、台湾の龍湖宮（1978 年落慶、少なくとも 1984 年から「嬰霊」に携わる）はそれぞ
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れ夭逝した胎児を弔う儀礼の広がりを象徴する代表的な宗教施設である。両方とも人々
の身の回りの病気や不幸と接することから、中絶に目を向けるようになった。 
台湾の龍湖宮の初代住職が日本の新宗教関係の出版物を購入し、一部の内容を換骨奪
胎したことがわかった。霊的存在を強調する心霊科学の「知識」の越境は、情報の流通
の便利さを表す一方、都市生活によって現代人の生活と悩みが均一化し、「祟り」の内容
が国境を超えて共感されるものであることを示した。 
しかし、このような影響が明らである一方、廟」に行われた儀礼の複合的構造と恣意
性を考えると、筆者は、従来の「伝播」、「伝来」という視点というよりも、関連する知
識を戦略的に一つの「要素」として捉え、嬰霊に関する言説と儀礼を「組み合わせてい
く」という見方が適切であろう。 
本論に取り上げる事例の中で、日本において、水子は家の枠内で儀礼が行われること
が特徴的で、「祖先」との区別をつけながら、水子を家の一員として扱う傾向が見られ
る。これは水子のために各家で位牌、墓で個別の地蔵像など固定的象徴物を建立するこ
と、そして、寺院の定例の行事で展開することで観察できる。また、夭逝した胎児を家
の枠内に捉えることが可能な日本に対して、台湾の方はむしろ家の外で祀るべき存在と
見なす傾向があった。「廟」で行われた嬰霊慰霊の儀礼は、嬰霊を次の段階に送り出すこ
とを重視して、家から離すことを強調している。「次の段階」に関して、廟の管理者側か
ら回答は、具体的に輪廻転生、「極楽世界」、神仏の側に送るなどの説明があり、儀礼の
際に臨時な空間を作り、位牌などの固定的象徴物が伴わない方が多かった。他方、宗教
施設によって嬰霊の位牌、造像を建立することもあるが、3 年間の期限が設けられ、ど
の宗教施設においても、その固定的象徴物を家で祀ることはあまり勧めていなかった。 
この側面をより緻密に考察すると、両地域における死者救済、祖先祭祀に関する霊魂
観の違いがより立体的に浮かび上がる。その類似性と相違性は 1980 年代からの水子供養
の「伝播」ではなく、東アジア文化圏における死者救済に関する共通感覚や、自文化で
培ってきた特徴が根底にあると考える。 
 
 
